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議会評価に
対する考え方

　がん検診につきましては、特に女性特有のがん検診の拡充が重要である
と考えております。
　また、受診率の向上を目指すことは、市の費用負担の増加につながりま
すので、今後受診者の自己負担金につきましては、経済状況等も踏まえな
がら検討していきます。

今後の事業展望

　受診率の向上につきましては、市内の医療機関で乳房がん検診のマンモ
グラフィが受診できるよう、契約に関する交渉を継続していきます。
　また、引き続き４０歳以上の方全員に個別通知を、女性特有のがん検診
推進事業の対象者の方には、無料クーポン券を送付し、受診を推奨してい
くとともに、広報紙、ホームページ、ちらし、ポスター、イベント等で周
知啓発を図ります。

附帯意見 受診率の向上の方策と費用負担の見直しの検討が必要である。

事業費

23年度予算額（案） （参考）22年度予算額 （参考）21年度決算額

396,099 千円 378,302 千円 350,048 千円

担当部課 保健福祉部保健福祉課

議会評価 拡充する

理由
本事業については、受診率は低いものの、施策としての必要性があり、拡
充する必要がある。

決算審査における事業評価の結果の反映状況
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